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。
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任
意
協
議
会
で
は
、
十
日
町
広
域
圏
内

の
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行

い
、
住
民
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
を
図
る

と
と
も
に
、
法
定
協
議
会
設
立
に
向
け
基

本
的
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

任
意
協
議
会
は
、
参
加
５
市
町
村
の
首

長
、
議
会
議
長
、
議
会
特
別
委
員
長
、
住

民
代
表
、
そ
れ
に
新
潟
県
十
日
町
地
域
振

興
事
務
所
長
の
計
26
人
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

協
議
の
結
果
、
26
人
の
中
か
ら
会
長
に

は
山
本
中
里
村
長
が
、
副
会
長
に
は
滝
沢

十
日
町
市
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
市
内
か
ら
は
、
次
の
人
た
ち

が
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
高
橋
平
八

（
十
日
町
市
議
会
議
長
）
水
落
清
一（
十
日

町
市
議
会
合
併
問
題
特
別
委
員
長
）
阿
部

武
市
（
会
社
役
員
、
十
日
町
商
工
会
議
所

常
議
員
）
樋
口
誠
（
会
社
役
員
、
十
日
町

市
地
区
振
興
会
連
絡
協
議
会
会
長
）

合
併
問
題
は
地
域
の
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
議
事
に
公
平
を
期
し
、
発
言
も
平
等

に
各
市
町
村
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
意
見
か
ら
、
協
議
会
で
は
議
長
を

そ
の
つ
ど
会
長
が
指
名
す
る
「
持
ち
回
り

方
式
」
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
市
の
将
来
構
想
な
ど
、
よ
り
多
く
の

住
民
意
見
を
採
り
入
れ
る
べ
き
事
項
を
検

今
後
協
議
会
は
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
次
回
は
監
査
委
員
の
選

任
報
告
や
事
務
事
業
調
査
調
整
方
針
な
ど

に
つ
い
て
、
２
月
21
日
f
に
話
し
合
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
最
新
の
協
議
結
果
な
ど
を

圏
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め

に
、
広
報
紙
の
定
期
的
な
発
行
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
営
を
行
う
予
定
で
す
。

合
併
協
議
・
手
続
き
を
円
滑
に
行
う
た

め
に
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
事

務
局
を
設
置
し
ま
し
た
。
■
所
在
地
‥
十

日
町
市
寅
甲
１
│
１
（
西
寺
町
）
旧
織
物

会
館
２
階
1
52
│
７
７
２
５
Ｆ
Ａ
Ｘ

52

│
７
７
２
６

十
日
町
市
、
川
西
町
、
中
里
村
、
松
代

町
、
松
之
山
町
の
５
市
町
村
は
、
１
月
25

日
g
に
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会

を
設
立
し
ま
し
た
。

設
立
ま
で
の
経
過

今
後
の
取
り
組
み

市
町
村
合
併
へ
の
大
き
な
第
一
歩

合
併
任
意
協
議
会
を
設
立

合
併
特
例
法
期
限
で
あ
る
平
成
17
年
３
月
末
ま
で
の
合
併
を
目
指
し
て
、
津
南
町
を
の

ぞ
く
十
日
町
圏
域
５
市
町
村
が
、
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
（
以
下
「
任
意
協
議

会
」
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
１
月
25
日
G
に
は
第
一
回
目
の
会
議
が
開
か
れ
、
会
の
設
立
、

規
約
の
承
認
、
役
員
選
出
、
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

協
議
結
果
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
日
町
市
→

任意協議会設立までの経緯�

H13.3.26�
中魚沼四町村合併問題研究懇談会�

川西町、津南町�
中里村、松之山町�

H14.4.30�

十日町広域圏六市町村合併問題研究懇談会�
（十日町市、川西町、津南町、中里村、松代町、松之山町）�

H15.1.25�

十 日 町 広 域 圏 合 併任意協議会�
（十日町市、川西町、中里村、松代町、松之山町）�

H12.12.14�
東頸城町村合併検討協議会�
松代町、松之山町、安塚町、�
浦川原村、大島村、牧村�

（� （�

（� （�

→

→ →

→
松代町�

津南町�

十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
設
立

準
備
会
長
の
山
本
中
里
村
長
か
ら
経
過
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
合
併
問
題
研
究
懇
談
会
は
、
14
年
４
月

30
日
に
設
立
さ
れ
、
当
初
６
市
町
村
長
で

構
成
さ
れ
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
合
併
と
い
う
大
問
題
を
検
討

す
る
た
め
、
市
町
村
長
の
ほ
か
、
各
市
町

村
議
会
の
議
長
に
も
入
っ
て
い
た
だ
き
率

直
に
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

■
任
意
協
議
会
を
設
立
す
る
た
め
に
、
当

初
の
合
併
問
題
研
究
懇
談
会
を
14
年
11
月

に
任
意
協
議
会
設
立
準
備
会
と
改
称
し
、

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

■
当
初
は
任
意
協
議
会
を
14
年
12
月
末
ま

で
に
設
立
す
べ
き
と
い
う
認
識
で
し
た
。

し
か
し
、
各
市
町
村
が
住
民
の
意
向
を
把

握
す
る
た
め
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
か

ら
、
本
日
１
月
25
日
ま
で
そ
の
設
立
を
延

期
し
、
各
市
町
村
が
最
終
判
断
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

■
津
南
町
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
、
住
民
の
多
く
が
市
町
村
合
併
を
望

ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
町
・
町
議

会
と
も
自
立
の
道
を
選
択
し
ま
し
た
。
本

日
、正
式
に
離
脱
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

任
意
協
議
会
の
設
立

十日町市�

川西町�

松代町��

松之山町�

中里村�

任
意
協
議
会
の
体
制
と
活
動

委員の構成�

市 町 村 長� ５市町村×�
　1名＝5名�

５市町村×�
  2名＝10名�

５市町村×�
  2名＝10名�

１名�

市町村�
の議会�

議会の議長�

合併関係特別委員会の委員長�

住 民 代 表�

新潟県十日町地域振興事務所長�

学　識�
経験者�

合計26名�

�

〈収　入〉� 〈支　出〉�

（15年1月～3月の3か月）�平成14年度予算�

負　担　金�
�
　　　　　　�
　十日町市�
�
　川西町�
�
　中里村�
�
　松代町�
�
　松之山町�
�
　※均等割＝３０％�
　　人口割＝７０％�

７,９１１千円�
�

　　　　　　�
４,１３６千円�

�
１,１７２千円�

�
１,０２２千円�

�
８３６千円�

�
７４５千円�

合　計　　　７,９１２千円�

雑　　　入　　　　　１千円�

合　計　　　７,９１２千円�

予　備　費　　　　　５０千円�

会　議　費　　　１,７１４千円�
　●委員の報償費、旅費�
　●会議、お茶代�
　●会議案内通知切手代�
　●協議会会場使用料�

事　務　費　　　４,９８６千円�
　●消耗品、電話料�
　●事務所光熱水費�
　●備品購入費�
　●臨時事務職員賃金�

事業推進費　　　１,１６２千円�
　●協議会だより印刷費�
　●コンサルタント委託料�

今
年
度
は
７
９
１
万
２
千
円
の
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

十日町広域圏合併任意協議会
山本会長(中里村長)あいさつ

身に染みる責任の重大さを痛感していま

す。本来なら十日町市長さんがなるべきとこ

ろですが、市長さんは前々から『合併は新設

合併なんだと。十日町市は規模的にもほかの

町村よりも大きいために、一般に十日町中心

の考え方が支配的になりがちです。その中で

私自身が会長になると他町村の皆さんに誤解

が生じたり、これから円滑に進める上で支障

が生じるのではないか。私は縁の下に徹して

合併に向けてがんばります』という発言があ

りました。まさにこの発言こそが、円滑に合

併を進めるか、そうでないかの大きな意味を

持っていると確信しています。唯一の村から

ではありますが、目的に向かって最大の努力

を傾注したいと思います。地域の発展、地域

住民の生活の向上を目指し、合併によりサー

ビスの低下につながらないよう、新しい希望

を持てるまちづくりの調整役としてがんばっ

ていきたいと思っています。

合併にあたっては、それぞれの市町村の意

志があり、運命がかかっています。そしてさ

まざまな政策的な違いがあります。これを一

つにしなくてはならないということですか

ら、大きな問題も当然出てきますが、私は希

望を持って、市町村合併を新しいこの地域の

夜明けの門出にしたいと思います。合併とい

う目的に到達するために一歩一歩階段を上っ

て行かなくてはいけないのです。そのための

第一歩が、今日の任意協議会設立です。今後

も一致結束して５市町村が合併できるよう、

皆様のご指導、ご提言をお願いいたします。

任
意
協
議
会
事
務
局
の
設
置

任
意
協
議
会
予
算

協
議
会
の
議
長

諮
問
委
員
会
・
小
委
員
会

討
す
る
た
め
に
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

案
を
作
成
し
て
い
く
組
織
と
し
て
「
新
市

将
来
構
想
検
討
委
員
会
」を
組
織
し
ま
す
。

ま
た
、
専
門
的
な
知
識
を
要
し
た
り
、

協
議
に
時
間
を
要
す
る
問
題
な
ど
は
、
協

議
会
の
下
に
「
小
委
員
会
」
な
ど
を
組
織

し
、調
査
や
審
議
を
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

協 議 会 �

小 委 員 会 �

幹 事 会 �

専 門 部 会 �

分科会�分科会�分科会�

�

住民意見を採り入れるため、住民
が主体となって案を作成する組織�

�

協議事項の中で、専門知識や時間
を要する一部事項について調査・
審議する�

�
助役および合併担当課長で構成。
事務レベルの最終調整、議案作成
を担う�

各市町村の課長で構成。調整原案
のとりまとめを行う�

�

各市町村の係長・担当で
構成。現況調査や調整原
案作成を行う�

�

将来構想検討委員会�
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作
品
数
は
お
よ
そ
１
５
０
で
、
制
作
に

関
わ
る
作
家
も
23
か
国
に
お
よ
び
ま
す
。

お
そ
ら
く
こ
の
ク
ラ
ス
の
芸
術
祭
で
は
世

界
最
大
で
す
。

そ
し
て
今
回
の
特
徴
と
し
て
、大
学
の
ゼ

ミ
が
か
な
り
加
わ
り
ま
す
。
主
に
十
日
町

の
中
心
市
街
地
に
は
建
築
美
術
の
前
線
で

活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
が
約
20
グ
ル
ー
プ

参
加
し
ま
す
。こ
う
し
た
学
生
を
含
め
、実

際
の
制
作
主
体
と
し
て
来
ら
れ
る
人
が
４

０
０
人
を
超
え
る
と
い
う
の
も
特
徴
で
す
。

第
二
の
柱
は
ビ
デ
オ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
す
。
外
国
か
ら
の
応
募
が
多
く
、
応
募

総
数
は
約
４
０
０
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
第
一
次
審
査
で
選
ば
れ
た
28

作
品
を
芸
術
祭
期
間
中
に
上
映
し
、
大
賞

な
ど
各
賞
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
こ

の
上
映
は
映
画
館
で
は
な
く
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
公
民
館
、
旅
館
な
ど
人
が
集
ま
る
日

常
の
中
で
観
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
き
な

特
徴
で
す
。

第
三
の
柱
で
あ
る
ス
テ
ー
ジ
は
、
現
在

十
日
町
・
松
代
・
松
之
山
で
建
設
中
で
す
。

E C H I G O ー T S U M A R I

批
判
や
葛か

っ

藤と
う

は
あ
た
り
ま
え

そ
の
先
の
新
た
な
発
見
を
出
発
点
に
し
よ
う

総合コーディネーター　北川フラム　

実
行
委
員
長
　
滝

沢

信
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十
日
町
圏
域
６
市
町
村
で
は
新
潟
県
と

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ

ス
整
備
事
業
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
核
事
業
が
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

大
地
の
芸
術
祭
で
す
。
平
成
12
年
の
第
１

回
目
は
16
万
３
千
人
が
圏
域
を
訪
れ
、
交

流
人
口
の
増
加
や
地
域
の
魅
力
を
広
く
知

っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
末
に
は
、
非
常
に
め
ず
ら
し
い
取

り
組
み
だ
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン
大
賞
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
創
造
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
第
２
回
の
開

催
に
向
け
て
大
き
な
弾
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
前
回
は
、
現
代
ア
ー
ト
と
い
う
も

の
が
必
ず
し
も
広
く
ご
理
解
い
た
だ
け
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。

第
２
回
目
に
向
け
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
十
分
に
検
討

を
重
ね
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
開
催

に
向
け
て
皆
さ
ん
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご

参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今年の夏、越後妻有の里山を舞台に、３年大祭「第２回大地の芸術祭ー越後妻有

アートトリエンナーレ2003」が幕を開けます。国内外約150組の芸術家と地元住民、

各界の専門家、全国のサポーターが協働でつくる芸術祭。里山・アート・建築・イ

ベント盛りだくさんの50日間です。芸術祭の計画を多くの皆さんにご理解いただ

くために、２月１日Gに企画発表会を行いました。企画発表会の模様とあわせて、

第２回大地の芸術祭の概要をお知らせします。

十
日
町
は
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
の
原

広
司
の
建
築
設
計
に
よ
る
も
の
で
す
。
松

之
山
は
参
加
資
格
不
問
の
コ
ン
ペ
で
選
ば

れ
た
手
塚
貴
晴
＋
由
比
夫
妻
の
設
計
で

す
。
松
代
は
お
そ
ら
く
世
界
で
今
一
番
注

目
を
集
め
る
オ
ラ
ン
ダ
の
建
築
家
グ
ル
ー

プ
Ｍ
Ｖ
Ｒ
Ｄ
Ｖ
が
担
当
し
ま
す
。
完
成
後

は
、
建
築
だ
け
で
も
、
相
当
な
ツ
ア
ー
が

組
ま
れ
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

３
つ
の
柱
の
ほ
か
に
、
地
域
ご
と
に
自

主
企
画
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
前
回
な
か
っ
た
大
き
な
企
画
展
と
し

て
、
例
え
ば
、
津
南
町
で
は
秋
山
郷
の
民

俗
を
、
十
日
町
で
は
縄
文
を
前
面
に
出
し

た
企
画
展
を
そ
れ
ぞ
れ
計
画
し
て
い
ま
す
。

外
国
か
ら
は
２
つ
の
国
お
よ
び
州
の
美
術

館
そ
の
他
が
ほ
と
ん
ど
費
用
負
担
を
し
て

展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
一
つ
は
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
美
術
館
の
所
蔵
す
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ

ー
美
術
。
も
う
一
つ
は
カ
ナ
ダ
の
先
住
民

族
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
美
術
展
で
す
。
大
地
に

根
ざ
し
た
生
活
か
ら
生
ま
れ
る
ア
ー
ト
を

秋
山
郷
や
縄
文
文
化
と
並
べ
て
み
る
こ
と

で
大
地
の
芸
術
の
本
当
の
意
味
を
見
せ
よ

う
と
い
う
企
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
20
世
紀
は
都
市
の
時
代
で
、

美
術
も
都
市
と
一
体
化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
21
世
紀
は
も
う
一
度
、

地
域
と
都
市
と
い
う
も
の
が
い
っ
し
ょ
に

考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
当
然
、
美
術
も
そ
う

い
う
方
向
性
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。

オ
ラ
ン
ダ
は
国
の
派
遣
と
し
て
２
人
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
て
「
真
実
の
リ

ア
王
」
と
い
う
芝
居
を
つ
く
り
ま
す
。
そ

の
中
心
と
な
る
の
が
圏
域
の
お
年
寄
り
た

ち
で
す
。
今
後
半
年
間
お
年
寄
り
た
ち
と

会
話
を
重
ね
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
作
り

上
げ
て
行
き
ま
す
が
、
そ
の
芝
居
で
は
十

日
町
の
織
物
が
衣
装
に
な
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
に
外
国
か
ら
の
参
加
と
、
地
域

の
美
術
や
生
活
に
根
ざ
し
た
中
で
の
企
画

が
行
わ
れ
る
の
が
大
き
な
特
色
で
す
。

そ
の
ほ
か
期
間
中
に
開
催
す
る
、
地
球

環
境
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
前
国
連
難
民
高
等

弁
務
官
の
緒
方
貞
子
氏
か
ら
『
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
と
地
域
主
義
』
を
テ
ー
マ
に
基
調

講
演
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

大
地
の
芸
術
祭
は
、
ア
ー
ト
を
切
り
口

に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
の
人
た
ち
が

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
と
も
に
宝
物
を
発

見
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
他
人
の
場
所
で
作
品
を
展
開

す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
や
葛
藤

が
起
き
て
く
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
出
て
き
た
葛
藤
、
不
満
は
や
が
て

共
同
学
習
の
展
開
に
つ
な
が
り
、
そ
の
後

に
起
き
て
き
た
新
た
な
関
係
性
、
発
見
性

を
見
つ
め
直
し
て
地
域
の
出
発
点
に
な
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
業
に
は
３
つ
の
柱
が
あ
り
ま

す
。
第
一
は
、
い
ろ
い
ろ
な
集
落
や
地
域

に
入
っ
て
、
主
に
野
外
で
作
ら
れ
る
作
品

群
で
す
。
そ
の
制
作
方
法
と
し
て
、
前
回

の
開
催
で
言
葉
と
し
て
定
着
し
た
共
に
働

く
「
協
働
作
業
」
が
前
回
に
も
ま
し
て
深

ま
っ
て
い
ま
す
。
多
い
と
こ
ろ
で
は
す
で

に
10
回
を
越
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
50
を
越
え
る

集
落
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
、
「
自
分
の

所
で
ぜ
ひ
や
り
た
い
」
と
い
う
要
望
に
応

え
て
作
品
展
開
が
で
き
る
の
は
画
期
的
な

こ
と
で
す
。

ビ
デ
オ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

３
つ
の
ス
テ
ー
ジ

里
山
の
文
化
と
世
界
の
融
合

協
働
と
批
判
、そ
し
て
出
発

世
界
最
大
級
の
野
外
作
品
群

ヘリ・ドノ（松代） 金色の牛と農耕

機、ダンサー、演奏者が田んぼを使っ

てパフォーマンスを繰り広げます

林
リン

天
ティエン

苗
ミャオ

（十日町） 鑑賞者が小さな白

い綿糸で部屋中央の球に糸を巻き付け

る十日町織物の歴史になぞった作品

北極イヌイットのテキスタイルア

ート展（松之山） 家族の歴史、民話を

紡ぎ、織り、縫い合わせた作品を紹介

R&Sie建築事務所（十日町）
信濃川河川敷に人々の集う空間を作

り、川や水について考える場とする

十日町ステージ越後妻有交流館
池を囲む回廊では多数のアーティスト

が参加型の作品を展開します

オーストラリア・アボリジニー現

代美術展「精霊の国」（松代） ヴィク
トリア美術館所蔵品を大規模に展示
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【
北
川
】

永
井
さ
ん
は
前
回
大
地
の
芸
術
祭
に
訪

れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
何
を
感
じ

ら
れ
た
か
。
ま
た
な
ぜ
こ
れ
が
東
京
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
大
賞
に
選
ば
れ
た
の
か
な

ど
、
い
き
さ
つ
を
お
話
し
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
知
事
か
ら
は
、
今
何

を
思
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
を
お
話
し
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
永
井
】

私
は
３
年
前
の
大
地
の
芸
術
祭
を
見
て
、

こ
れ
は
巨
大
な
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を

回
っ
て
、
全
体
像
を
飛
行
機
の
上
か
ら
眺

め
る
よ
う
に
大
地
の
芸
術
祭
を
見
る
と
、

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
す
ご
さ
が
分
か

る
と
思
い
ま
す
。

私
が
い
く
つ
か
す
て
き
だ
と
思
っ
た
シ

ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
中
里
村
の
あ
る
集
落

で
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
古
び
た
白

い
服
を
点
々
と
、
畑
の
中
に
ロ
ー
プ
で
つ

る
し
て
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
村
の
人
た
ち

が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
協
力
し
て
シ
ー
ン
を

作
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
動

し
た
所
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
大
賞
と
い
う
賞

が
あ
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
豊
か
に
す
る
す
ば
ら
し
い
創
造
を

し
た
行
動
と
か
団
体
・
個
人
に
贈
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
何
年
か
前
に
は
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
イ
ッ
セ
イ
三
宅
さ
ん
に
さ
し
あ
げ

ま
し
た
。
第
１
回
の
受
賞
は
テ
レ
フ
ォ
ン

カ
ー
ド
で
し
た
。
今
は
携
帯
電
話
の
時
代

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時

は
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
新
し
い
創
造
で

し
た
。
そ
し
て
今
年
も
た
く
さ
ん
の
推
薦

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は
強
く
大

地
の
芸
術
祭
を
推
し
た
ん
で
す
ね
。
審
査

員
の
中
に
は
「
こ
れ
は
単
に
町
お
こ
し
、

村
お
こ
し
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
ん
で
す
。
た
し
か
に
町
お
こ
し
の

面
も
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
ア
ー
ト
の
面

か
ら
見
る
と
大
変
優
れ
た
現
代
ア
ー
ト
の

人
が
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
す
ご
い
ア
ー
ト
で
、
私
は
衝
撃
を
受

け
た
ん
で
す
。
私
は
単
な
る
村
お
こ
し
で

は
な
い
と
い
う
の
も
ず
い
ぶ
ん
言
い
ま
し

た
。
ア
ー
ト
シ
ー
ン
創
造
賞
と
い
う
の
は

「
芸
術
的
な
場
面
」
で
す
。
そ
の
芸
術
的

な
場
面
を
地
域
の
人
た
ち
が
い
っ
し
ょ
に

作
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
受
賞
者
な
の
で
す
。

第
１
回
目
は
私
も
訪
れ
ま
し
た
が
、
暑

か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
と
私
は
車
の
運
転

を
し
な
い
も
の
で
す
か
ら
交
通
手
段
に
困

っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
例
の
巡
回
バ
ス

に
乗
っ
た
ん
で
す
が
、
一
度
降
り
る
と
帰

り
の
バ
ス
が
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
状

況
で
し
た
。
偶
然
通
り
か
か
っ
た
車
に
乗

せ
て
も
ら
っ
て
、
運
良
く
あ
ち
ら
こ
ち
ら

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
人
は
海
外
旅
行
が
と
て
も
好
き
で
、

外
に
は
よ
く
出
て
行
く
ん
で
す
が
、
海
外

の
人
は
あ
ま
り
こ
ち
ら
に
は
来
な
い
で
す

よ
ね
。
小
泉
首
相
な
ど
も
新
し
い
テ
ー
マ

と
し
て
「
日
本
の
よ
い
所
を
も
う
少
し
見

て
も
ら
い
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、

こ
こ
な
ど
は
う
ん
と
宣
伝
し
て
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
外
国
人
作

家
と
関
わ
る
こ
と
で
、
国
際
交
流
と
い
う

面
が
各
会
場
や
地
域
で
行
わ
れ
て
き
て
い

る
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
知
ら
な
い
こ
と

分
か
ら
な
い
こ
と
、
分
か
り
合
わ
な
い
こ

と
が
い
ろ
い
ろ
な
紛
争
の
種
な
ん
で
す
よ

ね
。越

後
妻
有
と
い
う
交
通
の
不
便
な
所
で

す
が
、
ど
こ
か
に
す
ぐ
に
行
け
な
い
場
所

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
深
い
交
流
と
い
う

の
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
ア

ー
ト
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
幸
せ
を
十
分
感

じ
て
、
２
回
目
を
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【永井多惠子氏略歴】NHKに入局後、解説委員や女性初の局長を歴任。
現在、世田谷文化生活情報センター館長、中央教育審議会委員、東京クリエイ
ション大賞選考委員をつとめる。

【
平
山
知
事
】

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭
の
夢
は
、
次
の

第
３
回
の
開
催
に
導
く
こ
と
で
す
。
芸
術

祭
を
自
分
た
ち
の
お
祭
り
に
で
き
る
か
ど

う
か
が
肝
心
で
あ
り
、
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。
芸
術
祭
期
間
中
は
、
世
界
的
に
も
相

当
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
来
ま
す
が
、

住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
み
れ
ば
「
あ
な

た
は
一
体
誰
で
す
か
」
と
い
っ
た
感
じ
で

し
ょ
う
。
現
代
ア
ー
ト
の
作
品
を
観
て
も

よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
完
成
し
た
作
品
は
縦
に

し
て
も
横
に
し
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
え
た
り
す
る
も
の
で
す
。
だ
け
ど
も

来
た
人
は
喜
ん
で
観
て
い
た
と
い
う
こ
と

てい談

～ 大地の芸術祭を語る ～
北川フラム・永井多惠子・平山知事

も
事
実
な
の
で
す
。

最
初
は
理
解
で
き
な
い
作
品
も
、
数
日

観
て
い
る
う
ち
に
か
わ
い
く
思
え
た
り
す

る
も
の
で
す
。
そ
の
う
ち
作
品
が
雪
を
か

ぶ
り
、
春
先
に
雪
の
中
か
ら
現
れ
る
と
味

わ
い
も
増
す
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
現
代
ア
ー
ト
を
里
山
で
や
ろ
う

と
い
う
極
め
て
珍
し
い
新
し
い
試
み
が
地

域
の
人
た
ち
の
自
信
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
来
訪
者
を
含
め
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

や
、
国
際
交
流
に
結
び
つ
い
た
ら
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
大
地
の
芸
術
祭
の
成
功

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

大地の芸術祭ワークショップ

今年７月に開幕する第２回大地の芸術祭で、アーティ

スト・朝岡あかねさんによる「緑の中の白い箱」という

作品が十日町市の市街地で展開されます。

この作品は、夏に見える風景と、同じ場所の冬の風景

を来訪者に見比べていただく作品で、冬の風景は地元の

小学生が撮影した写真が使用されます。冬の写真はそれ

を映し出す四角い箱をのぞいて見ることができるように

設置され、この箱も子どもたちによって製作されます。

今回、この冬の写真撮影ワークショップに参加してく

れる地元小学生を募集します。ご家族やお友達を誘って

お申し込み下さい。

■説明会＝２月21日f午後４時30分～

■撮影＝２月22日g午前中

■募集人数＝小学校高学年先着15人

■その他＝カメラのある人はご持参ください。保護者同伴

でもかまいません

■問合せ・申込み＝企画人事課企画係(内線216)

大地の芸術祭の作品を鑑賞するには共通パスと呼ばれ

る鑑賞券が必要です。パスをお買い求めのうえ、作品鑑

賞をお楽しみ下さい。

広域６市町村内にお住まいの皆さんには、地域優待パ

スを購入して鑑賞していただきます。地域優待パスは前

回の家族パスとは違い個人販売になります。また、小中

学生には無料配布します。

■共通パス料金

※ このパスで全ての作品を１回ずつ鑑賞でき、第２回大

地の芸術祭の期間中有効です。また、圏域内の温泉施設

や美術館、博物館の入場割引が受けられます。

■共通パス販売場所

市企画人事課、公民館本館・各地区館

■問合せ 十日町地域広域事務組合企画振興課

大地の芸術祭・花の道実行委員会　157－2637

小学生カメラマン募集！

大地の芸術祭共通パス
地 域 優 待 パ ス販売します

一　般
大 学 生
シルバー

高校生 小中学生

共 通 パ ス
（前売券）

2,400円
（2,000円）

2,000円
（1,600円）

700円（700円）

地域優待パス ５００円 無　料



次
に
該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

①
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ

た
人

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
合

計
が
20
万
円
を
超
え
た
人

③
税
額
を
計
算
し
た
結
果
、
所
得
税
の
納

税
義
務
が
生
じ
た
人

④
次
の
人
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
と
税
金
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す

ア
、
医
療
費
控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
・
雑
損
控
除
な
ど
の
該
当
者

イ
、
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
人

不
明
な
点
は
十
日
町
税
務
署
（
1
52
│

３
１
８
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次
に
該
当
す
る
人
は
、
市
県
民
税
の
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

①
市
役
所
か
ら
市
県
民
税
の
申
告
書
が
配

ら
れ
た
人

②
営
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で
い

る
人

③
地
代
・
家
賃
・
配
当
な
ど
の
所
得
が
あ

っ
た
人

④
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や
年
金

以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人

⑤
給
与
所
得
者
で
２
か
所
以
上
か
ら
給
与

の
支
払
い
を
受
け
た
人

申
告
会
場（
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
）

で
番
号
札
を
と
っ
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

ご
自
分
の
該
当
日
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は
、
予
備
日

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
混
雑
を
避
け
、
待

ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
は
相
談
に
は
応
じ
ま
す
が
、
申
告

書
は
皆
さ
ん
が
ご
自
分
で
計
算
し
、
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め

に
、
手
引
き
を
参
考
に
し
て
、
で
き
る
限

り
自
宅
で
記
入
し
て
く
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
書
、
源
泉
徴
収
票
、
収
入
や
必

要
経
費
・
社
会
保
険
料
な
ど
の
支
払
い
が

わ
か
る
書
類
、
生
命
保
険
料
な
ど
の
支
払

証
明
書
、
印
鑑
、
電
卓
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、

申
告
者
本
人
の
預
貯
金
の
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の
な
ど
。

（
納
付
額
の
問
合
せ
）

▼
国
民
健
康
保
険
料
＝
税
務
課
管
理
収
納

係
（
内
線
１
１
３
）

▼
国
民
年
金
保
険
料
＝
六
日
町
社
会
保
険

事
務
所
（
1
０
２
５
│
７
７
０
│
２
２

１
１
）

▼
介
護
保
険
料
＝
介
護
保
険
課
介
護
保
険

係
（
内
線
１
６
１
）

▼
農
業
者
年
金
保
険
料
＝
Ｊ
Ａ
十
日
町
本

店
（
1
57
│
１
５
７
１
）

■
問
合
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係
（
1
57
│

３
１
１
１
　
内
線
１
１
６
）
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街区名

４

４

７－１

７－１

番号

１

２

９

10

地目

宅地

宅地

宅地

宅地

地積（g）

323.95

323.95

259.05

250.00

売却価格（円）

11,629,805

12,909,407

11,475,915

10,637,500

土地区画整理法第96条第２項の規定によ

り定めた、西本町土地区画整理事業の保留

地の一部を売却します。

◆売却方法
公募

※１画地の申込者が複数の場合は抽選

◆応募方法
受付場所： 区画整理課

受付時間：午前９時～午後５時

※土・日曜日、祝日を除く

締切り：２月28日f

◆抽選
日　時：３月６日e午後１時30分

会　場：区画整理課

◆問合せ
区画整理課

千代田町　古田島ビル２階

152－7512 FAX 52－7513

保留地の位置、地積及び売却価格

9

2 1

市道本
町西線

�

市道高山太子堂線�

県
道
十
日
町
千
手
線�

田
川
南
線
（
工
事
中
）�

十日町�

情報館� 総合�
体育館�

10 9
10

８ｍ道路�

８
m
道
路�

2 1
８ｍ道路�

８
m
道
路�

ご協力をお願いします

「ＪＲ飯山線・塚田踏切」が
車両通行止めになります

市道太子堂八幡線の塚田踏切が、下水道管きょ布設工事のため、

終日車両通行止めになります。ご迷惑をおかけしますが、う回路を

ご利用いただくなど、ご理解・ご協力をお願いします。

■交通規制の期間

２月18日C～３月10日B

■う回路
市道四日町五軒新田線、市道中条旭町上町線

をご利用ください。

※踏切付近までは進入できます。

※歩行者は通行できます。

■問合せ 下水道課事業係（152－7441）
市道�
高山太子堂線�

下
大
井
田
川�

上
大
井
田
川�

県道中条田川線�

JR飯山線�JR魚沼中条駅�

東小学校�

至十日町�

至田川町�

至�
下条�

至�
下条�

至�
R252

国道117号�

JA�
大井田�
支店●�

セブンイレブン�
中条店●�

文�

市
道
四
日
町
五
軒
新
田
線�

↑�
笹山野球場�

●�
中条地区公民館�

市
道
中
条
旭
町
上
町
線�

市
道
太
子
堂
八
幡
線�

交通止め箇所�

「ＪＲ飯山線・塚田踏切」が
車両通行止めになります

「ＪＲ飯山線・塚田踏切」が
車両通行止めになります

画区名

18.19-1.20-1

19-2.20-2

26

27

所
得
税
の
確
定
申
告
は
税
務
署
へ

２
月
17
日
B
〜
３
月
17
日
B

〈
市
役
所
の
申
告
相
談
〉

■
地
区
ご
と
に
相
談
日
が

決
ま
っ
て
い
ま
す

■
国
民
健
康
保
険
料
・
国
民
年

金
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・

農
業
者
年
金
保
険
料
は
課
税

所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

市
県
民
税
の
申
告
は
市
役
所
へ

＜申告相談日程表＞

地　区

十日町

六箇・吉田

中　条

下　条

川　治

水　沢

予備日

期　　　日

２月17日b～19日d

２月20日e・21日f

２月24日b～26日d

２月27日e・28日f

３月３日b～５日d

３月６日e・７日f・10日b

３月11日c～14日f・17日b

時間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※月曜日と地区の初日は混雑が予想されます

■
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

■
自
書
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

西本町土地区画整理事業の
保留地の一部を売却します

西本町土地区画整理事業の
保留地の一部を売却します

西本町土地区画整理事業の
保留地の一部を売却します



11 平成15年2月10日号 10

平
成
14
年
春
か
ら
十
日
町
市
公
民
館
で

は
、
外
国
か
ら
当
市
に
お
嫁
に
来
ら
れ
た

方
々
を
対
象
に
、
日
本
語
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
中
国
、
韓
国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど
の
出
身
の
16
人
の
女
性
が
現
在
登
録
さ

れ
、
月
２
回
午
後
７
時
半
〜
９
時
半
の
２

時
間
、
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

外
国
か
ら
十
日
町
に
来
ら
れ
た
方
々

が
、
こ
の
町
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
想
い

を
持
っ
て
い
る
か
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ

う
な
お
手
伝
い
が
で
き
る
か
を
伺
い
た
い

と
思
い
、12
月
の
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。

勉
強
会
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
主
人
も
参

加
し
て
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の

方
々
か
ら
言
葉
の
問
題
な
ど
も
あ
り
、
な

か
な
か
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
切

実
な
悩
み
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
働
く
場

の
確
保
が
緊
急
の
課
題
と
痛
感
し
ま
し
た
。

雇
用
情
勢
が
厳
し
い
現
状
で
は
あ
り
ま
す

が
、
経
営
者
の
皆
様
、
彼
女
た
ち
の
切
実

な
る
願
い
を
か
な
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

夢
と
希
望
を
持
っ
て
日
本
に
来
ら
れ
た

皆
さ
ん
が
、
十
日
町
で
明
る
い
家
庭
を
築

け
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
で
き
る
だ
け
協

力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
が

幸
せ
な
ら
ば
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
か

ら
、
お
友
だ
ち
を
十
日
町
に
呼
ん
で
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。
お
嫁
さ
ん
不
足
で
困
っ

て
い
る
方
も
多
く
い
る
わ
け
で
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
生
活
課
窓
口
で
は
、
外
国

か
ら
お
嫁
さ
ん
を
迎
え
る
と
き
の
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、

相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
新
年
度
に
は
、
日
本
語
講
座

の
回
数
も
増
や
し
、
外
国
か
ら
の
お
嫁
さ

ん
の
交
流
会
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
十
日
町
に
来
て
良
か
っ
た
」
と
言
っ

て
い
た
だ
け

る
町
に
し
て

い
く
た
め
に
、

私
も
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様

か
ら
も
ご
協

力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

市長

5

にいがたデジコングランプリ2002で県知事賞

県ＩＴ産業ネットワーク21などが主催する「にいがたデ

ジコングランプリ2002」で、俵山はるかさん（南中学校３

年）がジュニア部門の県知事賞を受賞しました。同グラン

プリは、県内の情報技術（ＩＴ）産業をリードする人材の

発掘・育成を目的に行われているもので今回が２回目です。

俵山さんの作品「たそがれ」は、コンピューターグラフィ

ックスを使い、夕暮れの海を描いたものです。

国体開催決定祝賀会

2009年の第64回国民体育大会冬季大会スキー競技会のク

ロスカントリー競技が吉田ＸＣコースで開催されることが決

定し、１月26日aにクロス10で祝賀会が開催されました。

祝賀会にはスキー協会やスキー全国大会出場選手など270人

が参加しました。大会誘致成功を祝うとともに大会成功に向

けて、関係者が協力していくことを確認しました。今後、公

認コースとするための施設整備などが行われます。

１
月
28
日
c
、
29
日
d
の
２
日
間
に

わ
た
り
東
京
表
参
道
の
新
潟
館
ネ
ス
パ

ス
で
「
十
日
町
染
織
展
〜
織
姫
が
育
つ

町
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
昨
年
ク
ロ
ス
10
で
行
わ
れ

た
染
織
文
化
祭
入
賞
作
品
を
中
心
に
、

技
術
者
研
修
生
と
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
卒

業
生
３
人
の
作
品
を
展
示
・
紹
介
し
た

も
の
で
す
。
き
も
の
姿
の
来
館
者
も
多

く
、
「
昔
、
十
日
町
で
き
も
の
を
織
っ

て
い
た
」
な
ど
、
十
日
町
に
な
じ
み
の

人
も
お
お
ぜ
い
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

「
十
日
町
染
織
展
」
を
ネ
ス
パ
ス
で
開
催

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

２月のスキー全国大会に出場する延べ47人の選手の激

励壮行会が、１月26日aにクロス10で開催されました。

出場選手をはじめ、指導者・保護者など約270人が集まる

なか、市長は「日本人はとかくプレッシャーに弱いとい

われる。大会では肩の力をぬいて競技を楽しむとともに、

県代表としてがんばってほしい」と激励しました。全国

中学校スキー大会出場の選手を代表し高橋紘弥選手（十

日町中）は、「応援してくれた人たちの気持ちにこたえる

よう、精一杯がんばってきます」と決意を述べました。

全国大会出場選手は次のとおり（敬称略）

■第40回全国中学校スキー大会（山形県米沢市、２月４

日c～７日f）古澤慎吾・尾身大地・春日萌
もえ

子・水落あ

すか（吉田）、高橋紘
ひろ

弥
や

（十日町）、小林美
み

貴
き

・井川智之

（下条）、金沢知
とも

広
ひろ

（水沢）

■第52回全国高等学校スキー大会（岐阜県朝日村、２月

３日b～７日f）柳和宏・宮沢年樹・若井一樹・野上輝

樹・樋口大
だい

棋
き

・太平陽
よう

・斎藤裕
ひろ

文
ふみ

・水野美咲・小林美
み

久
く

・高橋明美・福崎翼・藤木妥
やす

葉
は

（十日町）、登坂竜也・

村山勝
すぐる

・島田涼・村山健吾・福原祥
よし

弘
ひろ

・丸山秀幸・藤巻

久美子・田村文
あや

・丸山智
ち

恵
え

・井上明日香（十日町総合）、

桑原慎太郎・岡田慎
まこと

（八海）、井川純一（中越）、熊木圭太

（津南）、渡辺俊
しゅん

（松代）

■第58回国民体育大会冬季大会スキー競技会（北海道名寄

市、２月22日g～25日c）柳和

宏・福崎翼（十日町高）、桑原慎太

郎・岡田慎（八海高）、丸山智恵

（十日町総合高）、井川純一（中越高）、

野上幸
たか

寿
ひさ

（早稲田大）、高橋哲成・

山内京子（十日町市スキー協会）、

児玉春美（専修大）、山田久（津南

スキークラブ）、後藤伸昭（十日町

スキークラブ）

※全中とインターハイの入賞者は、

編集の都合上次号で掲載します。

tokamachi topics

スキー全国大会に延べ47人が出場
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昨
年
４
月
か
ら
歯
科
衛
生
士
と
し
て
働
き

は
じ
め
、
も
う
す
ぐ
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
医
療
分
野
で
働
き
た
い
と
い
う

夢
を
か
な
え
る
た
め
に
、昨
年
の
今
ご
ろ
は
、

国
家
試
験
に
向
け
て
勉
強
の
毎
日
で
し
た
。

今
こ
う
し
て
夢
が
実
現
し
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
職
場
は
皆
さ
ん
や
さ
し
い

人
ば
か
り
で
す
。
仕
事
を
す
る
中
で
、
患
者

さ
ん
が
治
り
、
喜
ぶ
姿
が
私
に
元
気
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
技
術
を
高
め
、

多
く
の
人
と
交
わ
り
、学
び
続
け
る
こ
と
で
、

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の
役
に
立
ち
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ケ
ー
キ
づ
く
り
と
買
い
物
で
す
。

レ
ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
が
得
意
な
ん

で
す
よ
。
ま
た
休
日
に
は
、
買
い

物
を
兼
ね
て
短
大
時
代
の
友
人
が

多
く
い
る
新
潟
市
ま
で
出
か
け
ま

す
。
寮
生
活
を
し
な
が
ら
、
同
じ

目
標
に
向
か
っ
て
い
た
仲
間
で
す

か
ら
、
社
会
に
出
た
今
で
も
相
談

し
た
り
、
励
ま
し
あ
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
友
人
は
一
生
の
宝
、
ず

っ
と
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ

れ
と
時
間
を
み
つ
け
パ
ソ
コ
ン
を

勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
事
も
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
気
持
ち
が
あ

れ
ば
、
同
じ
道
に
進
む
友
人
が
あ
ら
わ
れ
、

苦
し
み
を
乗
り
越
え
、
そ
の
先
に
や
り
が
い

を
見
つ
け
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

村山ユカリさん
1981年生

和歯科医院勤務

や
り
ぬ
く
気
持
ち
が
あ
れ
ば

青
春

リ
レ
ー

95

11

う
ち
の
め
ご
ち
ゃ
ん
募
集
中
で
す
。

浩太朗お兄ちゃん(５歳)、虎之介お兄ちゃん(３歳)に囲まれて元気はつ

らつの万葉ちゃん。ベイブレードで遊んだり、時にはお兄ちゃんをしかる

こともあるんだよ。だけど本当はとってもかわいい「キティラー」なの。

やなぎかずはちゃん　平成12年11月６日生まれ　土市２

柳
　
　
万
葉
ち
ゃ
ん

少
子
化
が
進
む
中
で
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て

健
や
か
に
育
て
る
こ
と
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
を
守
る

べ
き
立
場
に
あ
る
親
や
保
護
者
が
行

っ
て
し
ま
う
「
子
ど
も
へ
の
虐
待
」

が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
つ
け
は
子
ど
も
が
き
ち
ん
と
し

た
生
活
習
慣
や
人
と
か
か
わ
る
力
、

感
情
や
意
志
を
伝
え
る
力
な
ど
を
身

に
つ
け
自
立
し
て
い
く
た
め
の
大
ま

か
な
筋
道
を
親
が
示
す
こ
と
で
す
。

そ
の
し
つ
け
に
暴
力
や
暴
言
を
使
う

よ
う
に
な
る
と
虐
待
に
な
り
ま
す
。

虐
待
は
、
大
ま
か
に
次
の
４
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

a
身
体
的
虐
待

殴
る
、
け
る
、
や
け
ど
を
さ
せ
る
、

異
物
を
飲
み
込
ま
せ
る
、
戸
外
に
締

め
出
す
な
ど
。

s
性
的
虐
待

性
器
を
み
せ
る
、
さ
わ
る
、
性
行

為
を
強
要
す
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ

ー
の
被
写
体
に
す
る
な
ど
。

d
ネ
グ
レ
ク
ト

（
養
育
の
放
棄
・
怠
慢
）

ミ
ル
ク
を
薄
め
て
与
え
る
、
食
べ

物
を
与
え
な
い
、
不
潔
な
ま
ま
で
放

っ
て
お
く
、
病
気
に
な
っ
て
も
受
診

さ
せ
な
い
、
車
や
家
の
中
に
置
き
去

り
に
す
る
な
ど
。

f
心
理
的
虐
待

「
産
ま
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」な
ど

否
定
的
･
拒
否
的
な
言
葉
を
繰
り
返

し
言
い
放
つ
、
無
視
す
る
、
兄
弟
（
姉

妹
）
で
差
別
や
区
別
を
す
る
な
ど
。

親
の
支
配
的
な
態
度
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
の
そ
の
後
の
人
生
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
一
度

深
い
心
の
傷
が
で
き
て
し
ま
っ
た
場

合
に
は
、
治
療
と
回
復
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
は
守
ら
れ
る
べ
き
存
在
で

す
。
子
ど
も
が
ゆ
っ
た
り
と
健
や
か

に
育
つ
に
は
、
養
育
者
の
心
身
の
ゆ

と
り
が
大
切
で
す
。
次
回
は
養
育
者

の
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

す
。

『
し
つ
け
』
と
『
虐
待
』
の
違
い

子
ど
も
の
虐
待

―

そ
の
①

―

虐
待
が
も
た
ら
す
も
の

農
業
を
し
な
が
ら
冬
は
出
稼
ぎ
を
し
て
い

ま
し
た
。
出
稼
ぎ
を
し
な
く
て
も
い
い
よ
う

に
と
の
思
い
か
ら
、
織
物
産
業
全
盛
期
の
昭

和
38
年
に
絣
づ
く
り
の
下
請
け
を
は
じ
め
ま

し
た
。
大
工
の
と
び
職
の
日
当
が
６
、
０
０

０
円
の
時
代
に
、
１
日
当
り
８
、
０
０
０
〜

１
０
、
０
０
０
円
の
工
賃
が
入
り
ま
し
た
。

魅
力
で
あ
り
本
当
に
が
ん
ば
り
ま
し
た
ね
。

し
か
し
、
１
社
だ
け
の
下
請
け
を
し
て
い
た

た
め
、
仕
事
を
ま
わ
せ
ば
ま
わ
す
ほ
ど
単
価

が
値
切
ら
れ
は
じ
め
、
そ
れ
な
ら
と
43
年
に

独
立
し
ま
し
た
。

絣
づ
く
り
一
筋
で
し
た
が
、
15
年
ほ
ど
前

に
着
尺
地
を
織
る
た
め
に
広
幅
の
織
機
を
導

入
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
着
尺
地
の
生
産
工

程
が
中
国
に
移
り
大
幅
に
仕
事
が
減
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
今
は
、
こ
の
機
械
で
服
地
を

織
る
注
文
が
入
る
よ
う
に
な
り
５
台
が
稼
動

し
て
い
ま
す
。
市
内
で
広
幅
の
織
機
を
導
入

し
て
い
る
の
は
、
う
ち
の
ほ
か
に
は
１
軒
あ

る
だ
け
で
す
。

景
気
の
回
復
が
何
よ
り
望
ま
し
い
こ
と
で

す
が
、
夢
の
夢
の
段
階
な
の
で
地
道
に
歩
ん

で
い
ま
す
。
絣
づ
く
り
と
服
地
づ
く
り
の
二

足
の
わ
ら
じ
で
す
が
、
真
心
の
こ
も
っ
た
商

品
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

遠
田
國
夫
さ
ん（
川
治
上
町
第
２
）

日
本
の
き
も
の
文
化
、
そ
し
て
十
日
町
織
物
の

伝
統
を
大
切
に
し
て
い
く
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、

後
進
に
技
術
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

11

昭
和
14
年
生
ま
れ
の
63
歳
。
昭
和
38
年
に
絣
づ

く
り
の
道
に
入
り
、
43
年
に
独
立
。
平
成
６
年

に
㈲
遠
田
織
物
設
立
。
平
成
元
年
十
日
町
絣
染

色
部
門
の
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
る
。
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お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

■
定
員
＝
40
人
程
度
■
申
込
み
・
問

合
せ
＝
前
日
ま
で
に
吉
村
重
敏
（
2

福
島
土
木
1
52
│
３
９
４
８
）

■
日
時
・
種
目
＝
【
①
ク
ラ
シ
カ
ル

競
技
】
３
月
22
日
g
【
②
フ
リ
ー
パ

シ
ュ
ー
ト
競
技
】
３
月
23
日
a
、
①

②
と
も
午
前
７
時
〜
受
付
■
会
場
＝

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
■

参
加
費
＝
一
般
４
、
０
０
０
円
、
高

校
生
３
、
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生

２
、
０
０
０
円
（
保
険
は
各
自
で
対

応
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
３

日
b
ま
で
に
総
合
体
育
館
（
1
52
│

４
３
７
７
）

■
日
時
＝
３
月
８
日
g
午
後
５
時
30

分
〜
受
付
■
会
場
＝
上
越
国
際
当
間

ス
キ
ー
場
■
参
加
費
＝
５
０
０
円
、

リ
フ
ト
代
１
、
０
０
０
円
（
保
険
は

各
自
で
対
応
）
■
参
加
資
格
＝
保
護

者
の
許
可
を
得
た
小
・
中
学
生
■
申

込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
２
日
a
ま
で

に
、参
加
費
を
添
え
て
、当
間
ス
キ
ー

場
大
会
事
務
局
（
1
58
│
３
２
９
１
）

■
日
時
＝
３
月
21
日
（
春
分
の
日
）

午
前
８
時
〜
受
付
■
会
場
＝
上
越
国

際
当
間
ス
キ
ー
場
■
参
加
費
＝
一
般

１
、
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
、

０
０
０
円
（
保
険
は
各
自
で
対
応
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
１
日
g

ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て
、
当
間

ス
キ
ー
場
大
会
事
務
局
（
1
58
│
３

２
９
１
）

初
心
者
の
人
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
■
日

時
＝
２
月
19
日
〜
３
月
26
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分
■
会
場
＝
総
合
体
育
館
■
参

加
費
＝
教
室
参
加
料
毎
回
１
０
０
円

と
施
設
使
用
料
■
申
込
み
・
問
合
せ

＝
随
時
、
総
合
体
育
館
（
1
52
│
４

３
７
７
）

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
に
市
内

小
・
中
学
校（
指
定
校
）の
体
育
館
や

武
道
館
な
ど
を
、
主
に
夜
の
時
間
帯

に
開
放
し
ま
す
。
■
申
込
資
格
＝
10

人
以
上
の
活
動
団
体
と
し
て
登
録
が

必
要
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
１

日
g
ま
で
に
、
申
込
用
紙
（
総
合
体

育
館
に
配
置
）
を
、
総
合
体
育
館

（
1
52
│
４
３
７
７
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
東
北
電
力

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
指
導
し
ま
す
。

■
日
時
＝
３
月
２
日
a
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
■
会
場
＝
総
合
体
育
館
■

参
加
費
＝
無
料
■
見
学
＝
申
込
み
不

要
で
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
■
申
込

み
・
問
合
せ
＝
２
月
21
日
f
ま
で
に

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
飯
塚
聖
一

（
1
58
│
２
６
６
２
）

ク
ロ
ス
10
で
は
、「
十
日
町
ス
テ

ー
ジ
越
後
妻
有
交
流
館
」
受
託
業
務

を
行
う
た
め
、
15
年
６
月
１
日
付
採

用
の
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し

ま
す
。
■
募
集
職
種
と
人
数
＝
①
温

泉
運
営
ス
タ
ッ
フ
臨
時
職
員
１
名
②

温
泉
運
営
ス
タ
ッ
フ
パ
ー
ト
６
名
③

回
廊
（
き
も
の
歴
史
館
・
体
験
工
房

な
ど
）
運
営
ス
タ
ッ
フ
臨
時
職
員
４

名
※
染
・
織
・
着
付
け
経
験
者
歓
迎

■
賃
金
＝
時
給
７
５
０
円
■
労
働
時

「
信
濃
川
」
を
歌
う
演
歌
歌
手
・

多
岐
川
舞
子
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
と
ヒ
ッ
ト
祈
願
を
行
い
ま
す
。

【
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
】

Ｂ
Ｓ
Ｎ
ラ
ジ
オ
「
O
h
！
演
歌
」

の
公
開
録
音
を
兼
ね
た
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。
市
観
光
協
会
、
公
民
館

本
館
・
各
地
区
館
、
ク
ロ
ス
10
、
市

内
レ
コ
ー
ド
店
で
無
料
招
待
券
を
配

布
し
て
い
ま
す
。
■
日
時
＝
２
月
26

日
d
午
後
４
時
30
分
（
開
場
‥
４
時
）

〜
５
時
30
分
■
会
場
＝
市
民
会
館
■

問
合
せ
＝
市
観
光
協
会
（
1
57
│
３

３
４
５
）

【
ヒ
ッ
ト
祈
願
】

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
、
ヒ

ッ
ト
祈
願
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝

２
月
26
日
d
午
後
２
時
〜
３
時
■
会

場
＝
姿
大
橋
た
も
と
■
内
容
＝
信
濃

川
で
の
お
清
め
な
ど
■
問
合
せ
＝
市

観
光
協
会
（
1
57
│
３
３
４
５
）

役
に
立
つ
制
度
や
法
律
・
保
険
・

税
金
の
話
な
ど
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
す
。
働
い
て
い
る

人
、
こ
れ
か
ら
働
き
た
い
人
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
■
日
時
＝
２

月
26
日
d
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
■

会
場
＝
情
報
館
■
定
員
＝
先
着
50
人

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
十
日
町
（
1
57
│
２
４
０
７
）

十
日
町
の
着
物
地
を
使
っ
た
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
の
制
作
講
習
会
で
す
。
材

料
は
用
意
し
ま
す
。
完
成
作
品
は
つ

な
ぎ
合
わ
せ
、
十
日
町
ス
テ
ー
ジ

「
越
後
妻
有
交
流
館
」
の
壁
面
に
飾

り
ま
す
。
■
日
時
＝
２
月
22
日
g
午

後
１
時
〜
３
時
※
当
日
参
加
可
■
会

場
＝
公
民
館
本
館
■
参
加
費
＝
５
０

０
円
■
問
合
せ
＝
阿
部
ム
ツ
子
（
1

57
│
９
２
７
２
）

■
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
■
定
員
＝
18
人
（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
東

北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
1
52
│

３
１
０
７
）

【
い
ち
ご
の
ク
リ
ー
ム
ケ
ー
キ
】

■
日
時
＝
２
月
20
日
e
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
■
参
加
費
＝
６
０
０
円
※

ケ
ー
キ
１
人
一
台
持
ち
帰
り
■
申
込

み
期
限
＝
２
月
17
日
b

【
お
ひ
な
様
お
祝
い
料
理
】

■
日
時
＝
２
月
26
日
d
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
■
参
加
費
＝
５
０
０
円
■

申
込
み
期
限
＝
２
月
21
日
f

十
日
町
出
身
で
江
戸
時
代
末
期
の

名
漢
方
医
・
尾
台
榕よ

う

堂ど
う

の
著
作
「
類

衆
方
広
義
」
の
勉
強
会
の
皆
さ
ん
が

健
康
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
に
応
じ

ま
す
。
■
日
時
＝
２
月
15
日
g
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
■
会
場
＝
円

通
寺
（
中
条
中
町
）
■
面
談
者
＝
永

井
良
樹
氏
（
東
京
大
学
医
学
部
第
一

内
科
医
学
博
士
）
小
根
山
隆
祥
氏

（
金
匱
会
診
療
所
薬
剤
師
）
大
貫
進

氏
（
大
貫
治
療
院
薬
剤
師
・
鍼
灸
師
）

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
職
業
教
室

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
の
壁
面
に
飾
る

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
習
会

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｈ
Ｕ

カ

ル

フ

・
Ｃ
Ｕ
Ｐ

カ
ッ
プ

第
23
回
十
日
町
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

当
間
ナ
イ
タ
ー
カ
ッ
プ

Ｇ
Ｓ
大
会

第
18
回
十
日
町

当
間
カ
ッ
プ
Ｇ
Ｓ
大
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

平
成
15
年
度
学
校
体
育
施

設
開
放
事
業
利
用
申
込
み

ふ
れ
あ
い
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室

十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
募
集

とおかまち男女共同参画フォーラム
●とき３月２日A午後１時30分～４時15分 ●ところ市民会館 ●入場料無料

生涯スポーツの大切さと、女性の生涯にわたる心身の健康支

援と人権擁護についてあなたも考えてみませんか。

◆第１部　講演
「男女の壁を乗り越えて」

【長田渚左さんプロフィール】

東京都生まれ。桐朋学園大学

演劇専攻科卒業。ノンフィクシ

ョン作家。女性スポーツキャス

ターの草分け的存在。海外レポ

ーターを経てフジテレビ系スポ

ーツキャスターとして活躍す

る。著書に「おまえは風か」

「こんな凄い奴がいた」のほか、

働く女性をテーマにした「いつ

産むか」など多数。

◆第２部　トーク＆トーク
「女性の生涯にわたる健康支

パネリスト

江口夫佐子さん・郷勝美さん・関口陽子さん
コメンテーター 長田渚左さん

コーディネーター　　岡元真弓さん

◆保育ルーム

費　用　おやつ代程度

対　象　小学校低学年まで

申込み　２月21日fまでに企画人事課企画係へ

◆問合せ

企画人事課企画係（内線215）

講　師 長
おさ

田
だ

渚
なぎ

左
さ

さん（ノンフィクション作家）

国
宝
・
縄
文
雪ゆ

き

炎
ほ
む
ら

縄
文
時
代
の
姿
が
よ
み
が
え
る

末
永
く
市
民
の
財
産
と
し
て
保

存
・
活
用
す
る
た
め
、
昨
年
６
〜
12

月
ま
で
解
体
修
理
に
出
さ
れ
て
い
た

国
宝
・
火
z
型
土
器
２
点
（
指
定
番

号
１
・
６
）
が
、
無
事
修
理
を
終
え

て
、
博
物
館
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

２
点
の
国
宝
は
３
月
30
日
A
ま

で
、
博
物
館
ロ
ビ
ー
で
お
披
露
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
展
示
で
は
写
真
を
使

っ
て
、
修
理
作
業
の
様
子
が
わ
か
る

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
国
宝
・

縄
文
雪
炎
を
ご
覧
下
さ
い
。

修
理
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
手

順
で
進
め
ら
れ
、
国
宝
は
そ
れ
ら
が

作
ら
れ
た
縄
文
時
代
中
期
の
姿
に
戻

り
ま
し
た
。

【
解
体
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
】
接
合
・
復

元
部
分
を
解
体
し
、
土
器
に
つ
い
た

接
着
剤
な
ど
を
取
り
ま
す
。
こ
の
時
、

土
器
の
表
面
に
つ
い
て
い
る
ス
ス
や

炭
化
物
（
オ
コ
ゲ
）
は
取
り
ま
せ
ん
。

【
接
合
・
復
元
】
解
体
さ
れ
た
土
器

を
補
強
し
な
が
ら
接
合
し
、
破
片
が

な
い
部
分
、
割
れ
目
や
亀
裂
な
ど
を

樹
脂
で
復
元
し
ま
す
。
大
き
さ
は
、

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

【
彩
色
】
土
器
に
近
づ
い
て
見
る
と

一
般
の
人
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
復

元
さ
れ
た
部
分
に
色
を
塗
り
ま
す
。

平
成
17
年
ま
で
に
合
計
11
点
の
国

宝
が
修
理
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
問
合
せ
＝
博
物
館
（
1
57
｜
５
５

３
１
）

多
岐
川
舞
子
「
信
濃
川
」

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

復元途中の指定番号６

解体された指定番号１

雪
ま
つ
り

漢
方
鍼し

ん

灸
き
ゅ
う

相
談
会

（財）



冬
期
間
の
降
雪
に
よ
り
、
各
町
内

の
防
火
水
槽
、
消
火
栓
、
消
防
水
利

の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
防
署
、
消
防
団
で
も
水
利
確
保
に

つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
す
み
ず
み
ま

で
行
き
届
き
ま
せ
ん
の
で
水
利
除
雪

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
雪
下
ろ
し
後
な
ど
に
は
万

一
に
備
え
、
二
方
向
以
上
の
避
難
口

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
■
問
合
せ
＝

十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
1
57
│
０

１
１
９
）

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
張
り
紙
な

ど
で
「
即
決
融
資
」
「
審
査
不
要
」

な
ど
甘
い
言
葉
で
誘
い
、
短
期
間
で

法
外
な
金
利
を
取
る
い
わ
ゆ
る
ヤ
ミ

金
融
や
、
借
入
を
紹
介
し
た
ふ
り
を

し
て
高
額
な
手
数
料
を
請
求
す
る
紹

介
屋
な
ど
、
悪
質
な
金
融
業
者
に
よ

る
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
借
金
を
重
ね
返
せ
な
く
な

る
多
重
債
務
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
多
重
債
務
に
陥
る
き
っ
か
け
は
、

生
活
の
た
め
の
借
金
、
計
画
性
の
な

い
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
な
ど

身
近
に
あ
り
ま
す
。

お
金
を
借
り
る
前
に
は
も
う
一
度

し
っ
か
り
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

悪
質
な
金
融
業
者
の
被
害
に
あ
っ
て

し
ま
っ
た
り
多
重
債
務
に
陥
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
早
め
に
解
決
の
た
め
の

相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。
■
相
談
窓
口

＝
新
潟
県
消
費
者
金
融
相
談
電
話

（
県
商
業
振
興
課
内
1
０
２
５
│
２

８
５
│
６
９
６
６
）

17 平成15年2月10日号 16

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

ゆずります……
品　　　名番号

2

３

４

５

６

7

1

規　格 希望価格

学 習 机 ピンク色 無　料

十日町お召し 中年向き
着　物（中古）１
羽　織（新品）１
帯　　 （半幅）１
雪げた （中古）１
夏げた （黒塗り）１
ぞうり １

7,000円
位

ト ー ル ペ イ ン ト
絵 の 具 ・ 木 工 品

みかん箱に
２箱 無　料

洗 濯 機 ２槽式 無　料

ス キ ー ウ ェ ア ー
（上）ネービー
（下）ホワイト

男女使用可

身長150㎝位
3,000円

小学生用学習机（木製） 新　品 8,000円

パ イ プ ベ ッ ド 無　料

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

姿 見 3,000円位

手 ば た 機 相談で

事 務 机 相談で

長 机 相談で

応 接 セ ッ ト 相談で

アルペンスキー　一式 ４歳児用 相談で

衣 服 男　児
120～130㎝ 相談で

パ ソ コ ン 無　料

衣 服
女児120～130㎝
男児100㎝

相談で

琴 相談で

体 育 用 マ ッ ト 中古でも良い 無　料

コ ン ビ ラ ッ ク 相談で

健康ぶら下がり器 500円位

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線159）へ

*ゆずります受付開始 ２月14日f 午前９時

ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください

ゆずってください……

間
＝
①
８
時
間
、
午
前
９
時
〜
午
後

６
時
と
午
後
１
時
30
分
〜
10
時
30
分

の
２
交
代
制
②
７
時
間
、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
、
午
前
11
時
〜
午
後
７

時
、
午
後
２
時
30
分
〜
10
時
30
分
の

３
交
代
制
③
８
時
間
、
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
６
時
30
分
■
そ
の
他
＝
社

会
保
険
と
雇
用
保
険
に
加
入
、
休
日

は
年
１
０
５
日
、
年
度
単
位
の
雇
用

契
約
で
１
年
ご
と
に
更
新
予
定
■
応

募
資
格
＝
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学

歴
を
有
し
、
普
通
運
転
免
許
を
有
す

る
者
■
試
験
内
容
＝
一
次
審
査
‥
書

類
選
考
、
二
次
審
査
‥
一
次
合
格
者

に
３
月
中
旬
に
面
接
■
申
込
み
・
問

合
せ
＝
３
月
５
日
d
ま
で
に
、
履
歴

書
（
写
真
貼
付
、
希
望
業
務
を
左
上

に
記
入
）
と
80
円
切
手
を
貼
っ
た
宛

先
明
記
の
返
信
用
長
３
号
封
筒
を
ク

ロ
ス
10
（
本
町
６
丁
目
1
57
│
２
３

２
３
）
に
提
出

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
業
務
に
携
わ

る
時
間
給
の
看
護
職
員
を
募
集
し
ま

す
。
■
応
募
資
格
＝
55
歳
未
満
程
度

で
、
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資

格
を
有
し
、
十
日
町
広
域
圏
６
市
町

村
在
住
で
通
勤
可
能
な
者
■
勤
務
場

所
＝
当
協
議
会
事
務
所
を
基
点
と
す

る
事
業
圏
域
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
1
50

│
５
０
１
０
）

４
月
１
日
付
採
用
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
■
募
集
職
種
と
人
数
＝
介

護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
）
有
資
格
者
１
名
、
介
護
職
員（
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
有
資
格
者
）

２
名
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
26

日
d
ま
で
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
三
好
園
総
務
課
（
1
56
│
２
１
０

６
）最

近
、
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
分
別
状
況
の
悪
化
が
見
ら
れ
ま

す
。

●
埋
立
て
ご
み
の
中
に
、
資
源
物
で

あ
る
鉄
ア
ル
ミ
類
（
ス
チ
ー
ル
・
ア

ル
ミ
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
）

が
出
さ
れ
て
い
る
。

●
ガ
ラ
ス
び
ん
の
収
集
日
に
、
資
源

物
に
な
ら
な
い
ガ
ラ
ス
び
ん
（
化
粧

品
や
薬
品
の
び
ん
、
中
身
が
残
っ
て

い
る
び
ん
な
ど
）
が
出
さ
れ
て
い
る
。

●
汚
れ
た
ま
ま
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

白
色
ト
レ
ー
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が

出
さ
れ
て
い
る
な
ど
で
す
。

ご
み
や
資
源
物
出
し
方
や
処
理
の

方
法
は
、
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
」
・
「
ご
み
便
利
帳
」
を
確
認
し
、

き
れ
い
に
洗
う
な
ど
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域

衛
生
施
設
組
合
（
1
52
│
３
９
２
４
）

■
日
時
＝
１
回
目
‥
３
月
５
日
d
、

２
回
目
‥
３
月
17
日
b
の
各
午
後
１

時
〜
３
時
30
分
■
会
場
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
■
対
象
者
＝
14
年
11
月
〜
15
年

２
月
に
妊
娠
届
を
出
し
た
人
■
問
合

せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
（
内

線
１
４
１
）

ハ
ロ
ー
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
ス
ク
ー
ル

も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い

資
源
物
の
分
別
方
法

■十日町地域福祉基金へ＝稲和会（稲

荷町３北・10,000円）

■平成園へ＝2新装（屋根塗装

100,000円相当）

■社会福祉事業へ＝松海寿司お客様一

同（19,277円）太田一男（北鐙坂

２・10,000円）新潟県信用組合十

日町支店（67,534円）

■視覚障害者事業へ＝大熊達義（山本

町1・300,000円）

■赤い羽根共同募金へ＝ボーイスカウ

ト十日町一団（60,794円）

■情報館へ＝松沢正二（北新田１）石

沢健治（本町６－３）村山薫（為永）

南雲正義（宮下東）押木健吉（江道）

高木理視（神明町）

■博物館へ＝村山利春（関根２）

■十日町市へ＝歴史遺産の十日町織物

を保存し地域振興をはかる会（蕪木

良吉会長、きもの他612点・裂
きれ

地
ぢ

63点・見本帳５点・その他品３点）

寄付ありがとう
１月25日届出分まで（敬称略）

スノーチュービングデュアルレースをベルナティオで開催します。

２人同時に滑り、ゴールの早さを競います。また、パフォーマンス

部門も行います。団体でも個人でも参加OKです。豪華賞金・賞品多

数用意しています。あなたも熱い戦いに参加しませんか。

■日　時 ３月２日a 午前９時30分～午後２時

■会　場 当間高原リゾート「ベルナティオ」

スノーチュービングコース

■種　目 ◆デュアルレース部門

（男子・女子・小学生の部）

◆パフォーマンス部門

（団体／個人）

■参加費 個人参加1,000円（小学生500円）

団体参加2,000円（小学生のみの場合1,000円）

■申込み・問合せ あてまフォーラム事務局

(市観光・リゾート推進室内157－3111内線265）

スノーチュービング大会
inベルナティオ

3 /2(日）

社
会
福
祉
協
議
会

時
間
給
看
護
師
募
集

（福）

十
日
町
寿
福
祉
会

職
員
募
集

（福）

【会期】

２月14日F～16日A
午前９時～午後５時
（入館は４時30分まで）

【会場】十日町市博物館

【入館料】

500円、中学生以下無料

雪まつり中の博物館冬季特別展
－　織物資料　－

十日町のきものから…

市では、「第２次十日町市保健医療福

祉総合計画」の平成15年度から19年度

までの計画改定作業を行っています。

この計画は、よりよい健康福祉社会を

実現するための具体的な施策・事業を

定めるものです。

現在検討している計画に、ご意見・

ご提案をお寄せください。素案は市役

所１階行政資料コーナー、公民館本

館・各地区館、情報館、市のホームペ

ージで、２月28日fまで閲覧できます。

■問合せ

健康福祉課保健予防係（内線１４１）

保健医療福祉総合計画
改 定 案

悪
質
な
金
融
業
者
や
多
重

債
務
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

冬
期
間
の
消
防
水
利
確
保

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

雪まつりに合わせて収蔵資料展を開催します。

特に、旧きもの歴史館からの移管資料を含む新収蔵資料を

中心に展示します。この機会

にぜひご覧ください。
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◆
小
学
５
年
生
社
会
科
の
一
部
の
教
科
書

で
十
日
町
市
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
時
期
毎
日
全
国
の
小
学
生
か
ら

質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
先
日
、
日
光
市

の
先
生
方
が
教
科
書
に
出
て
い
る
地
域
を

実
際
ご
覧
に
な
り
た
い
と
来
市
し
ま
し
た
。

先
生
方
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
住
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
雪
国
の
冬
を
工
夫
し

て
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
と
て
も
驚
い
て

い
ま
し
た
。
十
日
町
で
雪
を
工
夫
し
利
用

し
て
い
る
代
表
的
な
も
の
「
雪
ま
つ
り
」

の
準
備
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
急
ピ
ッ
チ
で

進
ん
で
い
ま
す
。
今
年
も
楽
し
い
お
ま
つ

り
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

（
田
）

◆
先
日
、
都
内
で
開
か
れ
た
大
地
の
芸
術

祭
企
画
発
表
を
取
材
し
ま
し
た
。
芸
術
に

は
疎
い
私
で
す
が
、
感
じ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
で
最
も
多
か
っ
た
の
が

20
〜
30
代
の
若
者
で
す
。
都
会
に
住
む
数

百
人
の
若
者
が
越
後
妻
有
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
の
は
、
新
鮮
な
驚
き
で
あ

り
、
喜
び
で
し
た
。
若
い
芸
術
家
や
建
築

家
の
柔
軟
な
着
眼
や
創
造
力
を
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
に
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
過
程
で

「
批
判
や
葛
藤
」
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
先
に
得
る
成
果
に
は
、
大
き
な
可
能

性
が
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

（
小
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.ni igata.jp URL http://www.city.tokamachi.ni igata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

■人　口　43,539人

男　21,296人

女　22,243人

■世帯数　13,224世帯

(－18）

(－23）

(＋5）

(＋7）

市民の動き
１月末現在（ ）は前月からの増減

ま
ち
の
文
化
財

妻有の宝物

編
集
後
記

県指定有形民俗文化財・越後縮幡

11

越
後
縮

ち
ぢ
み

幡ば
た

は
、
機
織
り
技
術
の
向
上
や
病
気
の
平へ

い

癒ゆ

、
家
内
安
全
な
ど
の
祈
願
や
祈
願
成
就
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
寺
社
に
自
ら
織
り
上
げ
た
布
地
を
奉
納
し
た
も
の
で
す
。
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
縮
幡
は
、
文
化
３
年
（
１
８
０
６
）
か
ら
大
正
期
ま
で
の
も
の
で
、
市
内
の
吉
田
社
（
山
谷
）

16
り
ゅ
う

、
高

神
社
（
背
戸
）
４

、
太
子
堂
（
太
子
堂
）
３

、
赤
城
社
（
四
日
町
）
20

、
弁
財

天
社
（
尾
崎
）
15

、
浅
之
平
諏
訪
神
社
（
浅
之
平
）
12

、
中
村
十
二
社
（
中
村
）
４

の
各
社

に
奉
納
さ
れ
て
い
た
計
74
旒
で
す
。

こ
れ
ら
の
幡
に
は
、
奉
納
者
の
住
所
・
氏
名
・
奉
納
年
月
日
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
き
わ

め
て
史
料
価
値
が
高
く
、
ま
た
当
時
の
信
仰
の
様
相
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
も
重
要
な
も
の
で
す
。

柄
に
は
、
縞
、
格
子
、
経た

て

絣
が
す
り

、
緯よ

こ

絣
が
す
り

、
緯よ

こ

総そ
う

絣
が
す
り

、
経た

て

緯よ
こ

絣
が
す
り

な
ど
あ
ら
ゆ
る
技
法
が
使
わ
れ
、
ま
た

藍
を
は
じ
め
と
し
て
茜
、
蘇す

芳お
う

、
黄き

蘗は
だ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
染
料
を
用
い
た
色
彩
豊
か
な
製
品
が
多
く
、

当
時
の
技
術
の
す
ば
ら
し
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
雪
国
の
女
性
た
ち
が
日
夜
寸
暇
を
惜
し
ん
で
織
り

上
げ
た
、
そ
の
ひ
た
む
き
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

（
文
化
財
課
）

弁財天社 高　神社


